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答 (1) 19

(2) 143

解説 (1) 　右のように 1以上の整数を並べた数表を考えます。

　数表の左から 1列目には上から順に，
1，7，13，19，25，31，……

が並んでいます。このうち，最初に現れる 5の倍数である 25は，
5 + 5 + 5 + 5 + 5

のように 5を 5個足した数であり，次に現れる 31は，
5 + 5 + 5 + 5 + 5 + 6

のように 5を 5個足した後 6を 1個足した数です。同様に，31より後に
現れる数は，5を 5個足した後 6を何個か足して求まる数です。ですか
ら，数表の左から 1列目に現れる数のうち，25以上の数は答えにはなり
ません。このことを，右のように数表に線を引いて表すことにします。

　同様に，数表の左から 2列目，3列目，4列目にも，右のように答えに
はならない数に線を引くことができます。

　数表の左から 5列目の数については，5は足し算で求まる数ではない
ので残し，11以上の数に線を引きます。同様に，左から 6列目の数につ
いては，12以上の数に線を引きます。
　上記の作業の後，線を引かれずに残った中で最大の数 19が答えです。

別解 　 (1)の答えは，5と 6の最小公倍数 30から 5と 6の和 11を引いて 30 − 11 = 19と求めることもで
きます。
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(2) 　次のように今度は横 11列の数表を考え，各列に最初に現れる 13の倍数より後の数に線を引くと，
残った中で最大の数である 143が答えであると分かります。

別解 　 (2)の答えは，11と 13の最小公倍数 143と求めることもできます。


